
                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社団法人 高知県森と緑の会 発行 
2006年(平成 18年)8月 20日 

緑の募金箱やどんぐりくんを見つけたらご協力をお願いします。 

期間中、街頭募金を 10月 7日(土)～9日(月･祝)に高知市中央公

園で開催される｢都市緑化祭｣にて行います(７日(土)を予定)。 
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●口座振り込みのご案内 
緑の募金は下記の口座でお受けしています。 
【口座】 
 ① 四国銀行山田支店 
普通 ０４６９０３７ 

 ② 高知銀行本町支店 
普通 ０６１１６３０ 

 ③ 高知県信用農業協同組合連合会本所 
普通 ５４８９０２６ 

 ④ 郵便局 １６４３０－７３１３６３１ 
【口座名義】 
①～③ （社）高知県森と緑の会 

理事長 川合通子 
④ （社）高知県森と緑の会 

●募金箱設置場所のご紹介 
緑の募金箱を常設していただいています。 
【量販店】 各県内全店舗 
・エースワン ・高知スーパー   ・高知大丸 
・サニーマート ・サンシャインチェーン ・サンプラザ 
・ジャスコ高知店 ・十津スーパー ・ナンコクスーパー 
・バリュー ・フジ ・あさくらセンター  

【コンビニエンスストア、ホームセンター等】 各県内全店舗 
・スパー  ・スリーエフ  ・ＴＳＵＴＡＹＡ 
・ホームセンターマルニ ・イエローハット  

【金融機関等】 
・四国銀行（県内全店）  ・高知銀行（県内全店） 
・高知トヨペット ・ＮＣＢ 
・ＮＴＴドコモ高知支店  
 

出前･木のおもちゃプロジェクト  

ボランティア養成講座  

緑の少年団の活動推進  
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平成１８年８月４日（金）高知会館にて、緑の募金

寄贈式を行いました。 

お客様が「レジ袋いりません」と意思表示いただ

いたレジ袋の削減分を、サニーマートさんから１３６

万２１４９円、ナンコクスーパーさんから２５万２４０８

円の寄付金として緑の募金にいただきました。 

本当にありがとうございました。 

レジ袋の削減からなる寄付については、５年目を

数え、今回の寄付金も、高知県内の緑化に有効に

役立てていきます。 

８月５日（土）、木の実クラフト体験

教室を開催しました。高知青少年の

家で毎夏開いている親子夏休み教

室シリーズの１つとして、今年はいろ

んな木の実を使って壁掛けに挑戦。 

 

 

 

 

 

まず、森に関する話として、森や

木で連想するものをあげてもらいな

がら、森のミニ講座を行いました。 

次に、月見山おもしろクラブの柏

原さんと山下さんと３人で指導して、

クラフト作業の始まり！時間的にゆ

っくりできたことと、保護者の手伝い

もあって、カラフルなもの、好きな動 

物、花、 

虫、魚･･･ 

とてもす 

てきな力 

作ぞろい 

でした。 

７月１５日、嶺北地区で、土佐町

少年剣道部、本山町少林寺拳法ク

ラブ等の子ども達が、地域安全を呼

びかける壁掛けづくりを行いました。 

嶺北地区地域安全協議会主催。 

自然の木の枝や、おもしろい形の

かずら、流木などをめいめいのセン

スでくっつけるとアートな作品に早

変わり。板の四方に枠をつけるとい

う単純なものなのに、それぞれ個性

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成作品をみんなで商店街に配

布しました。地域安全を呼びかける

シャクナゲの写真が生えて、お店の

みなさんにも大好評でした！ 

６月２４日(土)･２５日(日)、自然の

住まい協議会、木と人･出会い館、

コープ自然派こうちが主催のシンポ

ジウムが開催されました。 

森の中にいるとココロもカラダもほ

っとする心地よさを感じる、そんな幸

せな家を建てようとはじまった自然

の住まい協議会のシンポジウム。 

今回は高知県で開かれ、大阪、

徳島、香川からの参加者が嶺北材

の市場や工場や、高知の木をふん

だんに使った家を見学しました。メイ

ンである２５日のシンポジウムでは、

基調講演と、木の家のパネル展示、

日色ともゑさんの木にまつわる朗読

とマリオネットの音楽に聞き入り、木

の家の良さを実感した２日間でし

た。共催：森と緑の会高知市支部。 
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運輸労連四国地連出会いの森
事業（同｢森林の整備｣） 

４月２２日、香美市物部町別府にて、運輸労

連四国各県より４７名が参加して、運輸労連四

国地連出会いの森づくりを行いました。 

当日は、高知中部森林管理署の澤山署長

に挨拶をいただき、ヤマザクラ、イロハモミジ、

コブシ、ヤマグリ、クヌギを１，２００本植樹しまし

た。 

横内緑の少年隊活動事業（緑の募金公募事業｢緑化の推進｣） 

７月２８日～３０日、長岡郡大豊町梶ヶ森キャン

プ場にて、緑の少年隊活動を行いました。少年隊

の子ども達が、野外でテントに泊まり、野鳥の巣箱

づくりと取り付け、昆虫や動植物の観察･保護活

動、星の観察等を体験しました。 

横内緑の少年隊は、昨年の第１６回緑の少年団

全国大会高知県開催を機に、高知市横内地区で

１１月１５日に結成され活動しています。 

第３回家族でふれあう木のフェア＝団青会･林青合同｢親子木工教室｣＝（緑の募金公募事業｢緑化の推進｣） 

７月３０日、高知県木材流通センター（高知市仁井田木材工業団地）で、高知

県青年林材協会が「親子木工教室」を開催しました。 

夏休みの序盤、この機会に早く宿題をすませようと３００名が参加しました。夏

休み親子行事＆宿題対策として、すっかり定着しています。親子でアイデアを出

して思い思いの作品が完成しました。力作、大作がたくさん出来上がりました。 

香美市体験林業教室（同｢地区･支部実施事業｣） 

森と緑の会香美市支部が、地域

の子ども達を対象に、郷土の森へ

の愛着を深めさせ、林業の振興を

図るために体験林業教室を実施し

ました。 

大栃中学生１０名は、高知中部

森林管理署職員の森林の公益的

機能についての講話を聞き、後

日、物部森林組合職員の指導によ

る間伐を体験しました。 

大栃小学校５年生１１名は別府

キャンプ場で、「森林の働き」や「木

の葉あてクイズ」「巣箱づくり」など

を１泊２日の共同生活をとおして学

びました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・緑の募金に関するお問い合わせ 
・緑の募金事業に関するお問い合わせ 

社団法人 高知県森と緑の会 
〒782-0078 高知県香美市土佐山田町大平 80 
高知県森林総合センター内 
TEL：0887-52-0072 FAX：0887-52-4177 
E-mail forestandgreen@hotmail.com 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.moritomidori.com/ 

■ＮＣＢ緑の募金カード 
このカードを使ってお買い物するだけで
緑の募金。ショッピング・給油・高速料金。 
入会時に、便利なマイバッグをプレゼント。 
普段の買い物
で、森を元気に
できるカードで
す。入会金・年
会費無料。 

■まだまだ暑い！ごくりと１本 
森づくり 
「緑の募金」 
自動販売機 

同じ飲むなら、ダ
イドードリンコと
四国キヤンティー
ン(コカ･コーラ系
列)。対象自動販売機
で、のどの渇きをう
るおそう！ 
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平成１８年の春期「緑の募金」の集計の結果、＊越知町、本山町、

佐川町、土佐町、中土佐町で、特に優れた取り組みをしていただき

ました。佐川町では、緑の募金法が成立して以来、住民の皆様に

理解いただいているそうで、この春は「各家庭３６５円～１日１回の深

呼吸に１円～」を目標に熱心に取り組み、成果をあげています。 

 しかし、残念ながら、森からの恩恵を受けている都市部と、東部や

西部で取り組みが弱い市町村が多いのが現状です。また、市町村

合併をした所は、今まで取り組んでいた旧町村が、取り組んでなか

った所へ足並みをそろえる残念な傾向が見られました。 

緑の募金は、皆様の「森への気持ち＝浄財」からなり、緑に関わる

ボランティア活動や、子ども達の森林環境教育に関わる支援を行っ

ている原資です。集めるだけでなく、集めた募金を地域のニーズに

あった事業へ活用することも含めて、ぜひご協力をお願いします。 

（＊住民１人あたりの募金額の順） 

平成１８年６月２９・３０日の２日間、高知県立森林研修センター

で、ボランティアリーダーステップアップ講座を開催しました。 

既に、森林ボランティア大学を卒業した人を対象に募集し、３０

名が参加しました。「空（宇宙）」＝鈴木朝夫さん、「地域づくり」＝ 

畠中智子さん、「農

業」＝山下一穂さん、

「海」＝浜氏拡さん、

「川」＝岩神篤彦さん

という講師陣５人が話

すそれぞれの深い専

門分野の内容と熱い

思いに一同聞き入り

ました。 

平成１８年８月４日（金）高知会館にて、

高知県レジ袋削減推進会議の役員会及び

意見交換会を行いました。 

 

 

 

 

 

 

木材価格の低迷から木が伐採されず、

植樹場所が少なくなってきたこと、高知市

だけでも公園が６５０ヶ所あり、財政難から

手入れが難しくなっていることから、これま

では、山の植樹が主でしたが、買い物をす

るお客様や量販店さんに身近な場所で活

動を行うことが提案され了承されました。平

成１４年から活動してきた同会議は、一定

の成果を収めたということで解散し、新しく

(社)高知県森と緑の会内部の専門委員会

として事業を引き継ぐことが決定しました。 

 


